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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
疾
走
デ
ー
ト

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
５
６
８
Ａ

【
作
者
名
】

　
並
盛
り
ラ
イ
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
が
三
人
で
行
く
最
後
の
真
夜
中
ド
ラ
イ
ブ
デ
ー
ト
。
私
達
は
何
処
に
行

こ
う
か
…
誰
が
何
と
言
お
う
と
も
、
こ
れ
は
恋
愛
だ
と
主
張
し
た
い
。
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軽
快
に
走
る
軽
自
動
車
の
側
面
に
、
突
風
が
当
た
っ
て
は
裂
け
て
い
く
。

真
夜
中
の
道
路
に
は
対
向
車
も
い
な
い
。

気
分
だ
け
が
高
揚
す
る
私
達
は
と
り
と
め
の
な
い
馬
鹿
話
を
笑
い
あ
っ
て
い
た
。

「
ど
こ
に
行
く
？
」

数
分
、
辺
り
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
る
と
助
手
席
に
乗
っ
て
い
た
親
友
の
志
保
里

が
言
っ
た
。

私
は
、
ま
だ
、
何
処
に
行
く
か
も
決
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
後
ろ
の
席
で
黙
っ

て
い
た
。

運
転
し
て
い
る
の
は
、
千
鶴
姉
さ
ん
で
、
姉
さ
ん
と
言
わ
れ
て
い
る
が
同
じ
歳

で
高
校
を
卒
業
し
た
同
級
生
だ
。

「
×
×
の
潰
れ
た
ラ
ブ
ホ
に
で
も
行
く
？
」

「
私
ら
三
人
で
？
」

意
味
の
な
い
会
話
が
楽
し
い
の
は
、
夜
の
街
が
静
か
な
反
動
だ
ろ
う
か
。

車
に
付
い
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
時
計
は
二
時
を
示
し
て
い
た
。

占
い
の
話
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
話
、
変
な
世
界
情
勢
の
話
。
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ま
と
ま
り
も
、
終
わ
り
も
な
い
話
が
続
い
て
い
く
。

望
め
ば
何
処
に
で
も
行
け
る
の
に
、
ま
だ
私
達
の
住
む
世
界
の
中
を
走
っ
て
い

る
。

「
ね
ぇ
、
志
保
里
、
な
っ
ち
ん
（
私
の
あ
だ
名
）
。
」

い
つ
も
リ
ー
ダ
ー
役
の
千
鶴
姉
が
今
日
は
な
ぜ
か
湿
っ
ぽ
い
。

「
ど
う
し
た
ん
？
」

こ
こ
が
志
保
里
の
ス
ゴ
い
所
で
、
聞
き
役
に
回
っ
た
ら
右
に
出
る
者
は
い
な
い
。

「
私
、
好
き
な
人
が
で
き
た
の
さ
。
」

「
へ
ぇ
～
。
」

さ
っ
き
の
高
揚
が
嘘
み
た
い
に
透
き
通
っ
て
、
ム
ー
ド
が
出
来
上
が
っ
た
。

狭
い
空
間
で
、
お
互
い
の
息
遣
い
す
ら
も
手
に
と
る
よ
う
に
解
る
。

「
な
っ
ち
ん
、
い
い
の
？
誰
か
に
千
鶴
姉
を
盗
ら
れ
ち
ゃ
う
よ
。
」

「
な
に
言
っ
て
ん
の
よ
…
志
保
里
。
そ
れ
で
相
手
は
誰
？
」

「
本
当
は
二
年
前
に
、
一
個
上
の
先
輩
で
、
告
っ
た
ら
一
発
。
」

「
お
ぉ
～
。
」

歓
声
と
共
に
、
車
が
跳
ね
上
が
る
気
が
し
た
。
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点
滅
信
号
の
光
の
残
像
が
曲
線
を
描
い
て
祝
福
す
る
。

で
も
…
。

私
達
の
住
ん
で
る
世
界
は
酷
く
狭
い
。

「
だ
か
ら
、
大
阪
に
引
っ
越
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
人
、
大
阪
で
独
り
暮
ら
し

し
て
る
ん
だ
け
ど
、
一
緒
に
住
も
う
っ
て
誘
わ
れ
て
さ
ぁ
。
」

「
マ
ジ
？
」

「
う
そ
ぉ
！
？
」

「
同
棲
っ
て
い
う
か
、
部
屋
は
別
な
ん
だ
け
ど
。
」

「
い
つ
行
く
の
？
」

志
保
里
が
聞
く
。

「
一
週
間
後
に
な
る
…
予
定
。
」

川
沿
い
を
走
る
車
。
灯
り
は
少
な
く
て
、
漆
黒
の
闇
だ
け
が
深
い
。

「
大
阪
か
ぁ
…
近
い
よ
ね
。
」

私
が
言
う
。

「
近
い
、
近
い
。
高
速
飛
ば
せ
ば
二
時
間
弱
よ
。
」
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闇
を
抜
け
る
と
、
ち
ょ
っ
と
高
級
な
住
宅
街
の
中
を
走
っ
て
い
く
。

「
だ
か
ら
、
コ
レ
が
三
人
で
行
く
最
後
の
デ
ー
ト
で
す
。
」

静
寂
。
で
も
、
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
沈
黙
。

「
ど
こ
行
く
ん
？
」

誰
が
言
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
聞
こ
え
た
。

「
ひ
さ
し
ぶ
り
に
琵
琶
湖
に
で
も
行
く
？
」

「
え
ぇ
～
寒
そ
う
。
」

何
処
に
行
こ
う
か
。
私
は
ま
だ
考
え
て
い
た
。

「
大
阪
。
」

「
は
ぁ
～
？
な
っ
ち
ん
本
気
？
」

「
明
日
、
学
校
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
い
い
の
。
明
日
は
創
立
記
念
日
に
す
る
。
」

「
お
い
お
い
。
」
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車
は
、
国
道
を
ぐ
ん
ぐ
ん
進
む
。

「
大
阪
の
ど
こ
に
行
く
気
？
」

知
ら
な
い
街
。

私
達
の
世
界
の
外
側
。

「
分
か
ん
な
い
よ
ぉ
。
大
阪
っ
て
何
処
よ
ぉ
。
」

私
の
お
願
い
は
却
下
さ
れ
、
朝
日
を
見
に
琵
琶
湖
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

軽
快
に
走
る
軽
自
動
車
の
側
面
に
突
風
が
当
た
っ
て
裂
け
て
い
く
。

や
が
て
琵
琶
湖
に
着
い
た
私
達
三
人
は
、
朝
日
が
登
る
の
を
待
て
ず
に
、
車
の

中
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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